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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
世
界
は
俺
を
中
心
に
回
っ
て
い
る
！
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
０
５
７
Ｄ

【
作
者
名
】

　
走
る
地
軸

【
あ
ら
す
じ
】

　
エ
ル
フ
や
人
間
、
獣
人
等
数
多
く
の
生
き
物
が
住
む
こ
の
世
界
で
、
一
人
の

ハ
ー
フ
エ
ル
フ
が
魔
王
に
な
り
、
暴
れ
ま
わ
る
、
シ
リ
ア
ス
有
り
、
ギ
ャ
グ
有

り
、
笑
い
有
り
、
涙
あ
る
と
い
い
な
的
主
人
公
最
強
御
都
合
主
義
の
物
語
で
す
。
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い
き
な
り
決
戦
！
！
魔
王
城
！
！
（
前
書
き
）

　
　
　
　
　
　
※
読
者
様
へ
の
ご
注
意
※

プ
ロ
ロ
ー
グ
は
シ
リ
ア
ス
ど
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。

こ
ち
ら
の
世
界
観
は
ク
ロ
フ
ユ
の
世
界
と
ほ
ぼ
同
じ
の
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
だ

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
の
文
章
は
作
者
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
為
に
書
く
、
自
己
満
足

度
１
２
０
％
な
の
で
読
み
手
を
選
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
ご
了
承
下
さ
い
。
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い
き
な
り
決
戦
！
！
魔
王
城
！
！

彼
は
、
魔
王
に
な
り
た
か
っ
た
。

し
か
し
、
魔
族
で
は
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
、
人
間
で
も
、
エ
ル
フ
で
も
な
か
っ
た
。

そ
う
、
彼
は
、
ハ
ー
フ
エ
ル
フ
だ
っ
た
。

ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
の
長
い
髪
、
腰
に
ぶ
ら
下
が
る
剣
。

名
を
、
ア
ク
シ
ズ
＝
ア
ー
ス
と
言
っ
た
。

「
そ
の
椅
子
に
座
り
た
い
。
」

彼
は
、
魔
王
の
目
の
前
に
い
た
。
単
身
一
人
で
、
こ
こ
に
来
た
の
だ
。

仲
間
も
無
く
、
友
も
無
く
、
希
望
も
無
く
。

野
望
の
み
を
抱
え
て
。

魔
王
が
ア
ク
シ
ズ
に
、
「
何
が
望
み
で
、
こ
の
魔
王
を
倒
そ
う
と
す
る
？
」
と
、

問
う
た
そ
の
言
葉
に
そ
う
返
し
た
の
だ
。

「
ほ
う
、
面
白
い
。
我
が
椅
子
を
狙
い
こ
こ
に
来
る
者
が
い
た
と
は
な
・
・
。
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そ
れ
も
人
間
で
も
無
く
魔
族
で
も
無
く
、
混
ざ
り
子
が
か
。
」

「
た
だ
、
椅
子
に
座
り
た
い
だ
け
で
は
な
い
、
そ
の
杖
を
握
り
、
魔
王
の
名
を

冠
す
る
！
！
」

「
混
ざ
り
子
よ
、
何
故
、
魔
王
を
望
む
。
」

「
世
界
に
は
理
不
尽
が
多
す
ぎ
る
、
そ
れ
を
全
て
握
り
潰
す
為
。
指
の
隙
間
か

ら
流
れ
落
ち
る
砂
を
二
度
と
溢
さ
な
い
為
！
！
」

「
な
る
ほ
ど
、
運
命
に
逆
ら
う
か
・
・
・
。
」

魔
王
の
・
・
・
・
黒
い
肌
の
老
人
、
膝
ま
で
伸
び
た
長
い
髭
が
生
き
て
き
た
年

月
を
物
語
る
、
そ
の
全
身
か
ら
今
す
ぐ
逃
げ
出
し
た
く
な
る
程
の
、
魔
力
が
放

た
れ
る
。

「
魔
王
よ
、
俺
が
強
く
な
る
為
の
踏
み
台
と
な
れ
！
！
」

魔
力
の
総
量
、
術
の
数
、
威
力
、
剣
術
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
ア
ク
シ
ズ
が
魔
王

に
、
適
う
事
は
な
い
だ
ろ
う
。

ア
レ
は
そ
う
い
う
物
だ
か
ら
魔
王
と
い
う
。

だ
か
ら
、
奇
跡
を
起
こ
せ
る
勇
者
に
し
か
倒
せ
な
い
。

自
慢
じ
ゃ
な
い
が
、
彼
は
勇
者
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
ア
ク
シ
ズ
自
身
が
そ

う
自
覚
し
て
い
る
。

な
ん
せ
、
口
癖
が
、
『
俺
は
魔
王
だ
！
！
』
だ
か
ら
だ
。
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ア
ク
シ
ズ
は
、
懐
の
中
か
ら
取
り
出
し
た
、
一
本
の
ナ
イ
フ
を
魔
王
の
顔
め
が

け
投
げ
つ
け
る
！
！

「
魔
力
を
使
う
必
要
も
な
い
」

魔
王
は
格
の
違
い
を
見
せ
付
け
る
が
ご
と
く
、
首
を
傾
け
る
だ
け
で
、
ナ
イ
フ

を
か
わ
す
！
！

「
チ
ッ
！
！
」

舌
打
ち
す
る
も
、
ア
レ
で
傷
つ
け
れ
ら
る
訳
が
無
い
の
は
、
分
か
っ
て
い
た
。

そ
う
し
な
が
ら
も
横
軸
に
移
動
し
な
が
ら
次
は
、
ナ
イ
フ
を
連
続
で
３
本
投
げ

る
！
！

「
数
が
増
え
て
も
同
じ
事
・
・
・
・
。
」

先
程
と
同
じ
よ
う
に
魔
力
の
結
界
を
張
る
事
も
な
く
、
首
だ
け
傾
け
て
ナ
イ
フ

を
避
け
る
完
全
に
舐
め
き
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
も
そ
の
は
ず
だ
、
彼
の
体
は
、
こ
こ
に
来
る
ま
で
に
四
天
王
と
呼
ば
れ
る

魔
族
四
人
と
、
そ
の
他
大
量
の
魔
物
群
れ
を
殺
し
て
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
。

五
体
満
足
で
こ
こ
ま
で
辿
り
着
き
、
動
い
て
い
る
の
が
奇
跡
と
言
う
ほ
ど
の
夥

し
い
程
の
傷
、
一
番
酷
い
の
は
腹
部
か
ら
の
出
血
、
放
っ
て
置
け
ば
こ
の
ま
ま

死
に
絶
え
る
事
ま
ち
が
い
な
し
だ
。

し
か
し
、
魔
王
が
首
を
傾
け
る
瞬
間
、
彼
は
ハ
ー
フ
エ
ル
フ
特
有
の
半
端
に
尖

っ
た
耳
に
両
手
を
当
て
、
呪
文
を
刻
ん
で
い
た
。

「
我
に
そ
の
声
届
く
事
な
か
れ
」
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魔
王
が
、
そ
の
姿
を
確
認
し
た
瞬
間
で
あ
る
！
！

キ
ィ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
ン
ン
！
！

と
言
う
高
い
音
と
夥
し
い
ま
で
の
光
、
否
、
閃
光
が
溢
れ
た
。

投
げ
た
ナ
イ
フ
が
爆
発
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
、
我
々
の
世
界
で
言
う
所
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
グ
レ
ネ
ー
ド
で
あ
る
。

い
か
に
、
肉
体
が
人
を
凌
駕
し
て
い
よ
う
と
、
瞳
と
耳
を
持
つ
物
に
は
耐
え
ら

れ
な
い
法
則
が
あ
る
。

闇
の
魔
物
全
般
は
光
を
嫌
う
、
そ
れ
は
魔
王
も
少
な
か
ら
ず
同
じ
事
、
目
に
飛

び
込
む
輝
き
に
目
を
眩
ま
せ
な
い
わ
け
が
な
い
。

い
く
ら
肉
体
が
、
三
半
規
管
が
優
れ
て
い
よ
う
と
も
。

耳
元
で
揺
れ
響
き
わ
た
る
振
動
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
い
わ
け
が
な
い
、
そ
の
感
度

が
鋭
け
れ
ば
鋭
い
程
に
。

常
人
な
ら
再
起
不
能
、
魔
王
で
も
５
秒
く
ら
い
の
無
思
考
状
態
を
作
れ
る
だ
ろ

う
。

「
う
ぉ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
っ
！
！
」

雄
叫
び
を
上
げ
な
が
ら
、
魔
王
の
心
臓
め
が
け
腰
に
さ
が
っ
て
い
た
剣
を
振
り

ぬ
き
突
き
刺
す
の
に
は
ソ
レ
で
充
分
！
！

１
秒
あ
れ
ば
、
や
り
方
と
距
離
に
よ
っ
て
は
生
き
物
は
殺
せ
る
の
で
あ
る
。
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「
ゴ
ハ
ッ
」

し
か
し
・
・
・
・
・
血
を
吐
い
た
の
は
、
ア
ク
シ
ズ
だ
っ
た
。

剣
は
魔
王
の
胸
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
た
・
・
・
・
・
心
臓
の
数
セ
ン
チ
手
前
に
。

「
こ
の
魔
王
を
傷
つ
け
る
と
は
、
我
も
油
断
し
す
ぎ
て
い
た
。
お
前
の
体
に
傷

が
無
く
万
全
な
ら
我
が
命
奪
え
て
い
た
だ
ろ
う
な
」

魔
王
は
そ
う
言
う
が
、
万
全
な
体
な
ら
、
魔
王
は
油
断
し
な
か
っ
た
、
即
ち
傷

さ
え
つ
け
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
矛
盾
。

魔
王
の
杖
か
ら
出
た
魔
力
の
刃
が
、
ア
ク
シ
ズ
の
胸
に
刺
さ
っ
て
い
た
、
あ
の

光
の
せ
い
か
、
心
臓
で
は
な
く
、
肺
を
貫
か
れ
て
い
た
の
で
は
即
死
で
は
な
い

が
、
元
々
ズ
タ
ボ
ロ
の
上
に
さ
ら
に
致
命
傷
。

彼
に
は
奇
跡
を
起
こ
せ
な
い
か
ら
、
必
然
を
起
こ
す
裏
技
が
必
要
だ
っ
た
。

「
ク
ッ
ク
ッ
ク
ッ
」

そ
し
て
、
切
り
札
は
相
手
が
勝
利
を
確
信
し
た
時
に
こ
そ
、
使
う
の
が
確
実
だ

っ
た
。

笑
っ
た
の
は
・
・
・
・

「
何
を
笑
っ
・
・
・
・
！
！
」

ア
ク
シ
ズ
だ
っ
た
。

「
そ
れ
は
、
神
の
秘
薬
！
！
」

エ
リ
ク
サ
ー
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ア
ク
シ
ズ
が
予
め
、
口
に
咥
え
て
い
た
瓶
が
、
中
身
を
肉
体
に
流
し
込
み
役
目

を
終
え
た
空
瓶
が
カ
ラ
ン
と
音
を
立
て
て
落
ち
た
瞬
間
一
瞬
に
し
て
、
身
体
に

力
が
も
ど
る
。

エ
リ
ク
サ
ー
と
は
、
死
者
さ
え
蘇
ら
せ
る
、
ま
さ
に
神
の
秘
薬
！
！
そ
の
薬
が

あ
っ
て
も
、
ズ
タ
ボ
ロ
の
姿
で
命
か
ら
が
ら
魔
王
の
目
の
前
に
姿
を
現
せ
た
の

は
、
正
に
今
、
こ
の
時
ま
で
の
布
石
！
！

肉
を
切
ら
し
て

「
死
ね
ぇ
！
！
」

心
臓
を
絶
っ
た
。

ド
ス
黒
い
魔
王
の
返
り
血
を
浴
び
な
が
ら
、
剣
に
魔
力
を
込
め
る
！
！

「
ぐ
ぅ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

「
死
ね
！
！
第
二
形
態
も
第
三
形
態
も
死
ん
で
し
ま
え
ば
意
味
が
な
い
！
貴
様

が
死
ん
だ
後
の
第
二
の
魔
王
は
俺
が
や
っ
て
や
る
！
！
だ
か
ら
・
・
・
・
・
・
・

死
ね
ぇ
え
え
え
え
え
え
え
え
！
！
！
！
」

剣
か
ら
炎
が
舞
い
上
が
り
、
心
臓
を
焼
く
、
何
を
隠
そ
う
彼
は
魔
法
剣
士
だ
っ

た
の
だ
。

「
混
ざ
り
子
が
、
人
と
妖
精
の
子
が
、
神
の
肉
体
が
魔
に
染
ま
る
か
・
・
・
。
」

剣
が
冷
気
を
纏
い
、
心
臓
を
凍
ら
す
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「
魔
に
染
ま
ろ
う
が
、
朱
に
染
ま
ろ
う
が
、
俺
は
俺
だ
！
！
」

剣
か
ら
放
た
れ
る
稲
妻
が
凍
っ
た
心
臓
を
砕
く
！
！
！

「
面
白
い
、
お
前
が
こ
の
先
、
魔
王
と
し
て
何
を
な
す
の
か
・
・
・
、
み
さ
せ

て
も
ら
お
う
か
！
！
」

胸
に
刺
さ
っ
て
い
た
、
魔
力
の
刃
が
消
え
、
杖
が
力
な
く
、
魔
王
の
血
だ
ま
り

に
落
ち
る
。

「
あ
あ
、
好
き
に
し
ろ
、
そ
し
て
お
前
の
力
を
頂
い
て
お
く
！
！
」

剣
か
ら
緑
の
光
が
溢
れ
る
。

「
あ
あ
、
我
が
魔
王
の
力
受
け
取
る
が
い
い
！
！
」

「
全
て
を
奪
い
取
り
、
我
が
血
、
我
が
肉
と
し
ろ
！
！
吸
収
魔
法
！
！
」

ド
レ
イ
ン

「
ウ
ォ
ォ
ォ
ッ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

魔
王
の
断
末
魔
が
響
く
中
、
魔
王
か
ら
奪
い
し
魔
力
に
よ
り
、
一
気
に
、
先
程

ま
で
魔
力
の
刃
が
刺
さ
り
っ
ぱ
な
し
で
、
エ
リ
ク
サ
ー
で
回
復
し
た
瞬
間
に
再

び
傷
つ
い
て
い
た
、
胸
の
穴
が
ふ
さ
が
る
！
！

そ
し
て
、
直
ぐ
に
・
・
・
・
。

「
グ
ゥ
ゥ
ゥ
ウ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
」

う
な
り
声
を
上
げ
る
ア
ク
シ
ズ
、
襲
い
掛
か
る
魔
力
の
流
れ
に
よ
り
強
化
さ
れ

て
い
く
魔
力
回
路
。
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
強
大
で
、
ア
ク
シ
ズ
の
肉
体
に
苦
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痛
が
襲
い
掛
か
る
の
だ
。

「
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！
！
」

ア
ク
シ
ズ
の
体
に
紫
電
が
纏
う
、
そ
し
て
黒
い
瘴
気
が
あ
が
る
、
闇
の
魔
力
に

魔
族
で
は
な
い
ハ
ー
フ
エ
ル
フ
の
肉
体
は
耐
え
ら
れ
な
い
の
だ
！
！

数
時
間
後
・
・
・
・
。

魔
王
の
間
に
は
、
干
か
ら
び
た
元
魔
王
と
新
魔
王
が
・
・
・
・
倒
れ
て
い
た
。
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い
き
な
り
決
戦
！
！
魔
王
城
！
！
（
後
書
き
）

う
ん
、
作
者
は
満
足
で
す
。

ま
ー
戦
闘
シ
ー
ン
の
練
習
の
殴
り
書
き
っ
ぽ
い
で
す
が
、
書
き
た
い
こ
と
を
書

き
ま
く
り
ま
し
た
。
あ
る
意
味
勢
い
だ
け
で
す
。

ま
ぁ
、
あ
れ
で
す
、
感
想
と
か
あ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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悲
劇
！
！
そ
れ
を
二
度
と
味
あ
わ
ぬ
た
め
に
！
！
（
前
書
き
）



13

悲
劇
！
！
そ
れ
を
二
度
と
味
あ
わ
ぬ
た
め
に
！
！

「
は
ぁ
っ
、
は
ぁ
っ
」

少
年
は
、
一
人
走
っ
て
い
た
。

闇
に
目
立
つ
、
ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
の
髪
と
、
瞳
、
そ
の
両
方
を
輝
か
せ
て
。

そ
う
・
・
・
・
・
・
燃
え
上
が
る
炎
に
輝
か
せ
て

少
年
は
、
ハ
ー
フ
エ
ル
フ
だ
っ
た
。

エ
ル
フ
の
母
、
人
間
の
父
の
間
に
生
ま
れ
た
、
紛
い
無
い
愛
の
結
晶
だ
っ
た
。

こ
の
土
地
で
は
、
亜
人
狩
り
が
盛
ん
で
、
エ
ル
フ
と
人
間
は
対
立
し
て
生
き
て

い
た
。

そ
ん
な
中
で
も
や
は
り
男
と
女
、
種
族
を
超
え
た
愛
を
持
つ
者
も
い
た
の
で
あ

る
。

し
か
し
、
他
の
エ
ル
フ
と
他
の
人
間
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
故
、
父
は
町
に
住
み
、
母
は
森
に
住
ん
だ
。

間
に
生
ま
れ
た
子
は
、
何
処
に
住
め
ば
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

結
局
、
子
は
母
と
共
に
森
に
住
ん
だ
。
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忌
ま
わ
し
き
人
間
の
血
を
持
つ
、
子
は
阻
害
さ
れ
、
他
の
者
か
ら
虐
待
を
受
け
、

苛
め
も
受
け
た
。

「
私
の
父
は
、
人
間
に
殺
さ
れ
た
、
貴
方
に
流
れ
る
半
分
の
血
と
同
じ
血
を
持

つ
人
間
に
」

石
を
投
げ
ら
れ
た
・
・
・
・
。

「
俺
の
妻
は
、
人
間
に
犯
さ
れ
、
殺
さ
れ
た
、
お
前
に
流
れ
る
半
分
の
血
と
同

じ
血
を
持
つ
人
間
に
」

棍
棒
で
、
殴
ら
れ
た
・
・
・
・
。

「
ワ
シ
の
、
息
子
も
、
嫁
も
、
孫
も
、
皆
、
人
間
に
、
殺
さ
れ
た
貴
様
に
流
れ

る
、
半
分
の
血
と
同
じ
血
を
持
つ
人
間
に
」

ナ
イ
フ
で
、
背
中
を
切
り
裂
か
れ
た
・
・
・
・
。

「
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
、
僕
の
半
分
は
エ
ル
フ
な
の
に
・
・
・
・
・
」

少
年
は
母
の
胸
で
泣
く
し
か
な
か
っ
た
・
・
・
・
・
・
。
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そ
ん
な
少
年
が
、
１
０
歳
に
な
っ
た
頃
の
事
で
あ
る
。

人
間
に
、
隠
れ
里
の
場
所
が
漏
れ
た
・
・
・
・
。

エ
ル
フ
達
は
、
真
っ
先
に
少
年
の
父
を
疑
っ
た
。

エ
ル
フ
達
が
、
母
子
の
家
を
囲
む
、
松
明
を
持
っ
て
・
・
・
・
・
。

エ
ル
フ
達
は
、
里
を
捨
て
る
、
森
を
焼
き
払
っ
て
・
・
・
・
・
・
。

エ
ル
フ
達
は
、
炎
灯
す
、
何
も
知
ら
な
い
母
子
が
眠
る
家
に
・
・
・
。

「
死
ね
、
忌
ま
わ
し
き
者
よ
、
貴
様
達
の
せ
い
で
、
我
ら
は
里
を
失
う
」

聞
こ
え
る
。

「
焼
け
死
ね
、
出
来
る
事
な
ら
、
出
来
る
だ
け
苦
し
ん
で
」

エ
ル
フ
達
の
、
罵
声
が
聞
こ
え
る
。
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母
が
、
異
変
に
気
づ
き
子
を
連
れ
逃
げ
る
。

エ
ル
フ
達
が
、
松
明
を
投
げ
る
、
石
を
投
げ
る
。

子
を
連
れ
、
母
は
、
全
て
を
掻
い
潜
る
。

エ
ル
フ
達
が
、
道
を
塞
ぐ
、
剣
を
構
え
て
首
を
狩
ろ
う
と
。

「
逃
が
す
か
、
裏
切
り
者
！
！
」

母
が
、
呪
を
つ
む
ぎ
、
道
を
こ
じ
開
け
よ
う
と
。

「
母
な
る
大
地
よ
、
今
こ
の
時
わ
が
子
を
守
る
、
力
を
」

爆
す
る
大
地
が
、
道
を
塞
ぐ
エ
ル
フ
を
吹
き
飛
ば
す
、
母
は
子
の
手
を
引
き
、

走
る
、
二
人
は
走
る
。

森
を
抜
け
れ
ば
、
人
が
い
た
。
人
間
が
、
エ
ル
フ
を
狩
る
人
間
が
！
！

「
獲
物
だ
、
獲
物
が
い
た
ぜ
？
」

「
し
か
も
、
上
物
だ
な
、
た
ま
ん
ね
ぇ
ぜ
・
・
・
」

逃
げ
た
、
更
に
逃
げ
た
、
隠
れ
た
、
森
の
ハ
ズ
レ
の
洞
窟
に
・
・
・
・
。
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で
も
、
時
間
の
問
題
、
追
っ
て
は
直
ぐ
傍
で
、
く
ま
な
く
探
し
回
っ
て
い
る
。

「
母
さ
ん
・
・
・
・
ど
う
し
て
な
の
、
ど
う
し
て
、
皆
僕
た
ち
を
苛
め
る
の
？

僕
の
血
の
半
分
が
、
人
間
の
だ
か
ら
？
」

流
す
涙
は
、
枯
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
悲
し
い
顔
で
、
少
年
は
尋
ね
た
。

「
ご
め
ん
ね
、
母
さ
ん
が
い
け
な
い
の
よ
・
・
・
、
里
の
掟
を
破
っ
て
、
あ
の

人
を
愛
し
た
か
ら
、
ご
め
ん
ね
、
ご
め
ん
ね
」

母
は
、
泣
き
な
が
ら
、
子
を
抱
き
し
め
答
え
た
。

「
母
さ
ん
は
、
悪
く
な
い
！
！
悪
い
の
は
、
皆
だ
！
！
」

少
年
は
叫
ん
だ
、
叫
ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
、
世
界
で
唯
一
、
自
分
を
愛

し
て
く
れ
る
存
在
が
、
泣
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。

「
ダ
メ
、
静
か
に
し
て
、
そ
し
て
、
母
さ
ん
の
言
う
事
を
聞
い
て
、
此
処
の
洞

窟
を
抜
け
て
西
に
行
け
ば
、
港
町
が
あ
る
わ
、
そ
の
港
町
で
は
、
国
交
が
激
し

い
か
ら
、
亜
人
狩
り
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
、
遠
い
け
ど
、
行
け
る
わ
よ
ね

？
貴
方
は
強
い
子
だ
か
ら
・
・
・
」
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「
母
さ
ん
は
、
一
緒
に
来
て
く
れ
な
い
の
？
」

「
ご
め
ん
ね
、
母
さ
ん
は
、
も
う
貴
方
と
は
居
ら
れ
な
い
わ
」

今
生
の
別
れ
、
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、
少
年
は
幼
す
ぎ
た
。

「
僕
の
、
半
分
が
人
間
だ
か
ら
？
」

枯
れ
た
と
思
っ
た
、
涙
が
少
年
の
頬
に
伝
う
・
・
・
・
・
・
。

母
は
子
を
、
泣
き
な
が
ら
、
強
く
！
！
強
く
抱
き
し
め
言
う
。
否
、
わ
め
い
た
・

・
・
。

「
違
う
の
！
！
違
う
の
よ
！
！
私
は
、
何
が
あ
っ
て
も
、
貴
方
を
愛
し
て
る
・
・

・
・
だ
か
ら
、
逃
げ
て
！
！
貴
方
は
生
き
て
！
！
」

「
お
い
、
こ
っ
ち
に
足
跡
が
あ
る
ぞ
！
！
」

追
っ
手
の
声
が
す
る
、
別
れ
時
が
、
迫
り
来
る
。

「
ほ
ら
、
早
く
逃
げ
て
！
！
」

少
年
は
、
走
っ
た
！
！
洞
窟
の
奥
へ
と
向
か
っ
て
・
・
・
・
・
、
泣
き
な
が
ら
、

泣
き
な
が
ら
、
今
度
こ
そ
、
本
当
に
枯
れ
て



19

仕
舞
う
ほ
ど
、
泣
き
な
が
ら
・
・
・
。

「
母
な
る
、
大
地
よ
、
ア
ー
ス
家
の
名
を
持
っ
て
、
今
愛
す
る
者
を
守
る
為
に
、

最
後
の
力
を
・
・
・
・
・
・
生
き
て
ア
ク
シ
ズ
・
・
・
・
私
の
愛
し
い
子
供
・
・

・
。
」

「
母
さ
ん
・
・
・
・
・
母
さ
ん
・
・
・
・
・
母
さ
ん
、
グ
ス
ッ
・
・
・
・
か
ぁ

っ
・
・
・
・
さ
ん
・
・
・
・
・
か
あ
ー
ー
ー
ー
さ
ー
ー
ー
ー
ん
！
！
！
！
」

泣
き
喚
き
な
が
ら
、
走
る
少
年
の
声
が
、
洞
窟
に
悲
し
く
響
い
た
。

ど
れ
く
ら
い
走
っ
た
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
・
・
少
年
・
・
・
・
ア
ク
シ
ズ
は
、

洞
窟
を
抜
け
て
も
、
何
キ
ロ
も
、
走
り
続
け
て
い
た
、
涙
も
枯
れ
・
・
・
・
・

喉
も
枯
れ
、
泣
き
叫
ぶ
声
も
で
な
い
・
・
・
。

つ
い
に
、
体
力
の
限
界
か
、
草
ッ
パ
ラ
に
、
倒
れ
こ
け
て
し
ま
う
。

元
々
、
引
き
こ
も
り
勝
ち
で
体
力
に
自
信
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
此
れ



20

だ
け
、
走
り
続
け
た
の
も
初
め
て
の
事
だ
ろ
う
。

「
母
さ
ん
・
・
・
・
・
・
」

そ
の
呟
き
と
共
に
、
少
年
の
意
識
は
、
闇
に
堕
ち
る
・
・
・
。
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悲
劇
！
！
そ
れ
を
二
度
と
味
あ
わ
ぬ
た
め
に
！
！
（
後
書
き
）

こ
れ
か
ら
、
先
様
々
な
生
活
を
送
り
そ
し
て
、
野
望
へ
と
至
り
ま
す
、
つ
ま
り

コ
レ
は
、
主
人
公
が
魔
王
に
な
り
た
か
っ
た
本
当
の
理
由
と
言
う
奴
で
す
。

こ
の
後
の
生
活
は
、
ま
た
語
ら
れ
る
事
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

世界は俺を中心に回っている！！
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